
ダッシュボード

この章は次のトピックで構成されています。

• [要約（Summary）]ダッシュボード, on page 1
•ストレージダッシュボード, on page 8
• SAN Insightsの導入, on page 17
• SAN Insightsダッシュボード, on page 17
•ホスト, on page 30

[要約（Summary）]ダッシュボード
[要約（Summary）][ダッシュボード（Dashboard）]の目的は、ネットワーク管理者とストレー
ジ管理者がデータセンタースイッチングの健全性とパフォーマンスに関する特定のエリアに

集中できるようにすることです。この情報は、24時間のスナップショットとして提供されま
す。ローカルエリアネットワーク（LAN）[と SAN（and SAN）]スイッチングの機能ビュー
は、デフォルトで選択された範囲のコンテキストで情報を表示する [9つ（nine）]のダイナミッ
クダッシュレットで構成されます。ウィンドウの右上隅で範囲を調整して、管理対象ドメイン

に固有のフォーカスされた情報を表示できます。データセンターの範囲の一部である特定のト

ポロジまたはトポロジの設定の詳細を提供します。

Cisco Data Center NetworkManager (DCNM)Webインターフェイスで使用できるさまざまな範囲
は次のとおりです。

•データセンター

• Default_SAN

• Default_LAN

•各 SANファブリック

•作成するカスタム範囲

左のメニューバーから [ダッシュボード >サマリ（Dashboard > Summary）]を選択します。
[Summary（サマリ）]ウィンドウには、次のデフォルトダッシュレットが表示されます。
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[サマリ（Summary）]ウィンドウに表示されるデフォルトのダッシュレットは次のとおりで
す。

•正常性

•イベント

•アラーム

•上位の ISL/ポートチャネル

•上位の SANエンドポート

• SAN Insights

•エラー

•破棄

•インベントリ –ポート容量

[ダッシュレット（Dashlets）]ドロップダウンリストから、さらにダッシュレットを選択し
て、[サマリ（Summary）]ダッシュボードに追加できます。

パネルを追加、削除、ドラッグして並べ替えることができます。

ダッシュレット

デフォルトでは、使用可能なダッシュレットのサブセットがダッシュボードのに自動的に表示

されます。ダッシュボードに自動的に表示されないダッシュレットを追加するには、Cisco
DCNMWeb UIから、次の手順を実行します。

Procedure

ステップ 1 [ダッシュボード（Dashboard）] > [概要（Summary）]を選択します。

ステップ 2 [ダッシュレット（Dashlets）]ドロップダウンリストから、ダッシュボードに追加するダッ
シュレットを選択します。

[ダッシュレット（Dashlets）]ドロップダウンリストで、選択したダッシュレットの前にアイ
コンが表示されます。

次の表に、[概要（Summary）][ダッシュボード（Dashboard）]ウィンドウに追加できるダッ
シュレットを示します。

説明ダッシュレット

重大度が重大、エラー、および警告のイベン

トを表示します。このダッシュレットで、[確

Events

認済みイベントの表示（Show Acknowledged
Events）]リンクをクリックして、[モニタ
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説明ダッシュレット

（Monitor）] > [スイッチ（Switch）] > [イベ
ント（Events）]に移動します。

重大、メジャー、マイナーおよび警告の重大

度のアラームを表示します。このダッシュレッ

アラーム

トで、[確認済みアラームの表示（Show
Acknowledged Alarms）]リンクをクリックし
て、[モニタ（Monitor）] > [アラーム
（Alarms）] > [表示（View）]ウィンドウに移
動します。特定のアラームの詳細については、

青い [i]アイコンにマウスカーソルを合わせま
す。特定のアラームを確認するには、[ACK]
をクリックします。

データセンターで送受信するためのInter-Switch
Link（ISL）およびサチュレーションリンクの
図を表示します。

リンクトラフィック

現在の範囲内の各スイッチグループのアクセ

ス、スパインおよびリーフデバイスの数、お

データセンタ

よび一般的な正常性スコアを表示します。デ

バイスは、スイッチグループ内のタイプ別に

集約されます。

Cisco DCNMのアカウンティングログテーブ
ルを表示します。

監査ログ

Role BasedAccess Control（RBAC）範囲で表示
される設定済みのスイッチグループを世界地

ネットワークマップ

図に表示します。範囲セレクタを使用すると、

表示されるスイッチグループのセットが制限

されます。[デタッチ（detach）]オプションを
クリックすると、マップが新しいタブで開き、

構成できます。

• [ネットワークマップ（network map）]ダ
イアログボックスには、サマリーダッ

シュボードビューとは異なるプロパティ

があります。

•ノードをクリックしてドラッグすると、
マップ内でノードを移動できます。マッ

プは新しい位置を保存します。

•ノードをダブルクリックすると、特定の
スイッチグループに関するインベントリ
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説明ダッシュレット

サマリーの情報を含むスライダーをトリ

ガできます。

•選択した画像をネットワークマップの背
景としてアップロードできます。

現在のウィンドウサイズである推奨

サイズの画像ファイルをアップロー

ドするように求められます。リセッ

トは、ネットワークマップをデフォ

ルトの状態に戻し、ノードの位置を

リセットし、カスタム画像をクリア

します。

Note

DCNMおよびフェデレーションサーバーのス
テータス、およびコンポーネントの正常性

チェックステータスを表示します。

サーバーステータス

次のサービス、サーバー、およびステータス

の詳細が [DCNM]タブに表示されます。

•データベースサーバー

•検索インジケータ

•パフォーマンスコレクタ

• NTPDサーバー

• DHCPサーバー

• SNMPトラップ

• Syslogサーバー

[正常性チェック（Health Check）]タブには、
次のコンポーネントのステータスと詳細が表

示されます。

• AMQPサーバー

• DHCPサーバー

• TFTPサーバー

• EPLS

• EPLC
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説明ダッシュレット

パフォーマンスの上位 10個の ISL、トランク
ポート、またはその両方のパフォーマンスデー

上位 ISL/トランク

タを表示します。各エントリには、現在の平

均の受信と送信の割合が表示され、各トラン

クが現在設定されているしきい値を超えて費

やした時間の割合を示すグラフが表示されま

す。

パフォーマンスが高い上位 10位までの SAN
ホストおよびストレージポートのパフォーマ

上位の SANエンドポート（SANのみ）

ンスデータを表示します。各エントリには、

現在の受信と送信の割合が表示され、各トラ

ンクが現在設定されているしきい値を超えて

費やした時間の割合を示すグラフが表示され

ます。

このダッシュレットは SAN専用で
す。

Note

過去 24時間に検出されたスイッチの CPU使
用率を表示し、赤いバーにその24時間の最高
水準点を表示します。

上位 CPU

スイッチのモジュール温度センサの詳細を表

示します。

上位パラメータ

このダッシュレットは LAN専用で
す。

Note

過去24時間の問題のサマリーとイベントの要
約を表示する2つの列を含む正常性のサマリー
を表示します。

正常性

スイッチ、ISL、ホスト、またはストレージ（0
以外）に関する警告の横にあるカウントをク

リックして、そのファブリックの対応するイ

ンベントリを表示します。

イベントの重大度レベル（緊急、アラート、

重大、エラー、警告、通知、情報、またはデ

バッグ）の横にあるカウントをクリックして、

対応するイベントのサマリーと説明を表示し

ます。

リリース 11.4(1)以降、CiscoDCNMをHAモー
ドで展開している場合、正常性ダッシュレッ
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説明ダッシュレット

トに HAセットアップのステータスが表示さ
れます。HA状態とともに、アクティブ、スタ
ンバイ HAノード、および VIPの IPアドレス
も表示されます。

選択されたインターフェイスのエラーパケッ

トを表示します。この情報は、[モニタ
エラー

（Monitor）] > [LAN/イーサネット（LAN /
Ethernet）]ページの [エラー（Errors）] >
[In-Peak]および [エラー（Errors）] >
[Out-Peak]列から取得されます。

選択したインターフェイスで破棄された上位

のエラーパケットを表示します。

破棄

破棄ダッシュレットは LAN専用で
す。

Note

ポートインベントリに関する要約情報を表示

します。

インベントリ（ポート）

モジュールが検出されたスイッチ、モデル名、

カウントを表示します。

インベントリ（モジュール）

ISLのカテゴリや数など、ISLインベントリの
サマリー情報を表示します。

インベントリ（ISL）

論理リンクのカテゴリや数など、論理インベ

ントリのサマリー情報を表示します。

インベントリ (論理)

スイッチモデルや対応するカウントなど、ス

イッチのインベントリサマリー情報を表示し

ます。

インベントリ（スイッチ）

階層、使用可能なポートの数と割合、残りの

日数など、ポート容量インベントリサマリー

情報を表示します。

インベントリ（ポート容量）

次のようなドーナツを表示します。SAN Insightsフロー（SANのみ）

• [プロトコル（protocol）]ドロップダウン
リストからSCSIプロトコルが選択されて
いる場合の Initiator-Target (IT) Pairsおよ
び Initiator-Target-LUN(ITL Flows)のフ
ローのサマリー。

ダッシュボード
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説明ダッシュレット

• [プロトコル（protocol）]ドロップダウン
リストから NVMeプロトコルが選択され
ている場合の Initiator-Target (IT) Pairsお
よび Initiator-Target-Namespace (ITN
Flows)のフローのサマリー。

ドロップダウンリストから必要なオプ

ションを選択して、読み取り完了時間ま

たは書き込み完了時間のデータを表示で

きます。ドーナツのセクションにカーソ

ルを合わせると、偏差のパーセンテージ

値が表示されます。パーセンテージ値は、

san.telemetry.deviation.low/med/high、
san.telemetry.nvme.deviation.low/med/high、
および san.telemetry.default.protocolサー
バープロパティを変更することで、要件

に応じて構成できます。

データポイントは、Elasticsearchデータ
ベースで利用可能な最後の15分間のデー
タに基づいて計算されます。選択した範

囲について、elasticsearchのデータが 15
分より古い場合、[最終記録時間（Last
Record Time）]は赤で表示されます。

SAN Insightsの詳細については、「SAN
Insightsの導入」を参照してください。

このダッシュレットは SAN専
用です。

Note

上位 10個の FICONチャネル（CH）ポートを
実行するデータを表示します。各エントリは、

上位 FICONホストポート

スイッチインターフェイスのポートトラフィッ

クを示し、FICONポートが接続されているデ
バイスを指定し、Rxトラフィックと Txトラ
フィックの平均、および超過したパーセンテー

ジ値を指定します。

上位 10個の FICON制御ユニット（CH）ポー
トを実行するデータを表示します。各エント

上位 FICON制御ユニットポート

リは、スイッチインターフェイスのポートト

ラフィックを示し、FICONポートが接続され
ているデバイスを指定し、Rxトラフィックと
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説明ダッシュレット

Txトラフィックの平均、および超過したパー
センテージ値を指定します。

FCIP ISLを実行している上位 10位のデータを
表示します。各エントリはデバイス名を示し、

上位 FCIP ISL

Rxトラフィックと Txトラフィックの平均、
および超過したパーセンテージ値を指定しま

す。

ダッシュボードページでデフォルトのダッシュレットを復元するには、[ダッシュレッ
ト（Dashlet）]ドロップダウンリストの [デフォルトセット（Default Set）]リンクを
クリックします。

Note

ストレージダッシュボード
[ストレージ（Storage）]ダッシュボードには、SANおよびローカルエリアネットワーク
（LAN）ストレージに関する情報が表示されます。

左のメニューバーから [ストレージ（Storage）]ダッシュボードにアクセスするには、 [ダッ
シュボード（Dashboard）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。

ダッシュボード
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ストレージエンクロージャ情報の表示

データソースが構成され、検出が完了すると、検出されたストレージシステムが [ストレージ
エンクロージャ]領域の [名前]列の下に表示されます。この領域では、SANストレージエンク
ロージャ、ストレージシステム、またはその両方の詳細を表示できます。

Cisco DCNMWeb UIからストレージエンクロージャイベント情報を表示するには、次の手順
を実行します。

Procedure

ステップ 1 [ダッシュボード >ストレージ（Dashboard > Storage）]を選択します。

ステップ 2 [表示]ドロップダウンリストから、[SANストレージエンクロージャ]を選択します。

ステップ 3 詳細を表示するには、ストレージ名を選択します。

イベント、トポロジ、およびトラフィック情報がダッシュボードに表示されます。

ステップ 4 エンクロージャ名を編集するには、ストレージ名を選択して [名前の変更]アイコンをクリック
します。[エンクロージャーの名前変更]ダイアログボックスに新しい名前を入力します。

•各エンクロージャ名を別の名目に変更できます。エンクロージャ名を選択し、新しい名前
を入力して、[保存]をクリックします。この手順を繰り返して、必要なすべての必要なエ
ンクロージャ名を変更し、[適用]をクリックします。

•すべてのエンクロージャ名を同じ新しい名前に変更できます。[すべてのメンバーを含め
る]チェックボックスをオンにして、新しい名前を入力して、[適用]をクリックします。

ステップ 5 [フィルタ]アイコンをクリックして、ストレージエンクロージャを名前または IPアドレスで
フィルタします。

ステップ 6 [トラフィック]ペインには、デフォルトでエンクロージャトラフィックが表示されます。[ト
ラフィック使用率（Traffic Utilization）]アイコンをクリックして、トラフィック使用率を表
示します。エンクロージャポートのトラフィック使用率の日次平均パーセンテージが円グラフ

で表示されます。

円グラフの個々のポートスライスをクリックすると、そのポートの特定のトラフィック使用率

の詳細が表示されます。

ストレージシステム情報の表示

CiscoDCNMWebUIからストレージシステムの情報を表示するには、次の手順を実行します。

Procedure

ステップ 1 [ダッシュボード（Dashboard）] > [ストレージ（Storage）]を選択します。
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ステップ 2 [表示（Show）]ドロップダウンリストから、[ストレージシステム（Storage Systems）]を選
択します。

•検出されたストレージシステムを表示するには、データソースを少なくとも 1
回構成および検出する必要があります。

• CiscoDCNMは、検出および表示の点でブロックストレージとファイラストレー
ジを区別するようになりました。ファイラストレージには、共有、クォータ、Q
ツリーという追加の要素があります。

• [共有（Shares）] :ユーザーがアクセスできるファイルサーバ上の個々のス
トレージフォルダ。

• [クォータ（Quotas）] :ファイルとリポジトリのサイズ制限。

• [Qツリー（Q-trees）] :ツリーベースのクォータ。Qツリーを使用すると、
データをパーティション分割し、さまざまなバックアップ戦略、セキュリ

ティスタイル、および設定を利用できます。

Note

ステップ 3 [クリックして詳細を表示...（Click to see more details...）]アイコンをクリックして、ストレー
ジシステムの概要を表示します。

[ストレージシステム（Storage Systems）]領域の要素は次のとおりです。

コンポーネント

コンポーネントは、ストレージシステム内のディスクの設定またはサブセットのコンテナで

す。コンポーネントエレメント表示には、コレクション内のディスクのテーブルと、管理さ

れているディスクの総数が表示されます。また、コレクションの使用済みスペース対未加工ス

ペースの概要も表示されます。

Procedure

ステップ 1 ストレージシステムドロップダウンを使用して、ストレージシステムを選択します。

ステップ 2 右側のペインには、ストレージコンポーネントの概要が表示されます。各名前をクリックする
と、左側のメニューの項目に移動します。

ステップ 3 グラフにマウスカーソルをホバーさせると、その詳細が表示されます。

ステップ 4 左ペインで、詳細を表示するストレージコンポーネントを選択します。

管理されているディスクの数とその詳細が表示されます。

ステップ 5 シリアル番号をクリックして、ディスクとマッピングされた LUNの詳細を表示します。

ステップ 6 検索ボックスを使用して、特定のコンポーネントを検索できます。

ダッシュボード

10

ダッシュボード

コンポーネント



プール

プールは、プールストレージを表示するLUNのユーザー定義の収集です。プールエレメント
ビューには、プールの概要が表示され、プール内のLUNが一覧表示され、管理対象領域と raw
領域の合計も表示されます。

Procedure

ステップ 1 [ストレージシステム（Storage System）]ドロップダウンを使用してストレージシステムを選
択します。

各プールの横の棒グラフは、そのプールの総管理スペースを示します。

ステップ 2 左ペインで、表示するプールを選択します。

•プールの状態

•プール内の LUNは、raw領域の合計と管理対象領域の合計を表示します。

• Raidタイプ

• [ディスクの種類（Disk Type）]

•プール内の LUNの詳細

ステップ 3 検索ボックスを使用して、特定のプールを検索できます。

LUN

LUNは、単一のボリュームに抽象化されたストレージボリュームまたはボリュームのコレク
ションを指します。これは、アクセス保護と管理のためにプールできるストレージの単位で

す。LUNエレメントビューの各 LUNは、ホストから LUNへのマッピングとともに表示され
ます。関連するファブリックも検出されている場合は、ホストと LUN間のエンドツーエンド
接続に関する追加情報も表示されます。

LUNの作成と削除、ホストと LUNマップの作成と削除、HLMのゾーン分割の作成を行うこ
とができます。

Procedure

ステップ 1 [ストレージシステム（Storage System）]ドロップダウンを使用して、ストレージシステムを
選択します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）] > [LUNs]を選択して、Cisco DCNMから LUNを作成できます。

a) 中央のペインで、 [LUNを追加（Add LUN）]をクリックします。

b) LUNの有効な[名前（Name）]を入力し、その[タイプ（Type）]と[サイズ（Size）]を選択
します。ストレージを切り開いたプールが表示されます。
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LUNリストビューが選択されている場合は、プールの詳細ページから LUNの作
成ポップアップウィンドウにアクセスすることもできます。

Note

c) [追加]をクリックします。

確認ウィンドウは全てのステップを表示します。確認後、ステータスは各ステップの結果

で更新されます。

LUNの作成が正常に完了したら、ホストの割り当てを行うか、[閉じる]をクリックして、
後で [LUNの詳細]ビューからホストを割り当てます。

ステップ 3 詳細を表示するには、左側のナビゲーションペインで LUNを選択します。

• LUNの詳細と、そのステータスおよび関連ホストの数。

•ホスト LUNマッピングの詳細とアクセス (許可)情報。

関連するファブリックも検出されている場合は、スイッチインターフェイスと、ホストとLUN
間のエンドツーエンド接続に関するゾーン分割に関する追加情報も表示されます。

検出されたすべてのファブリックはライセンス付与する必要があります。そうでない

場合、ファブリックの関連付けはCiscoDCNMで無効になっています。この機能を無
効にすると、すべての相関フィールドに「ライセンスなしのファブリック（Unlicensed
Fabric）」と表示されます。

Note

ステップ 4 SMI-S Storage Enclosure内の LUNを削除できます。

a) [ストレージ（Storage）] > [ストレージシステム（Storage System）] > [LUN]に移動しま
す。

SMI-S Storage Enclosure内の LUNのリストが右側に表示されます。

b) リストから LUNを 1つ選択し、[削除（Remove）]をクリックします。

確認ウィンドウは全てのステップを表示します。確認後、ステータスは各ステップの結果

で更新されます。

c) [適用 (Apply)]をクリックします。

ステップ 5 ホストから LUNへのマッピングを追加できます。

a) 左側のペインから LUNを選択します。

SMI-S Storage Enclosure内の LUNのリストが右側に表示されます。

b) 下のリストから LUNを選択します。

そのLUNの現在のホストLUNマッピングを含む、選択したLUNの詳細が表示されます。

c) [追加（Add）]ボタンをクリックします。

[ホストをマスクに追加（Add Hosts to Mask）]ウィンドウが表示されます。
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d) 1つ以上のホストを選択し、[追加（Add）]をクリックします。次に、ホストが LUNマッ
ピングに追加されます。さらに、まだゾーニングされていない場合、各 HLMペアはゾー
ニングされます。

ホストLUNマッピングは、ホストダッシュボードから追加することもできます。
詳細については、ホストラックの表示, on page 31を参照してください。

Note

ステップ 6 ホストから LUNへのマッピングを削除できます。

a) 左側のペインから LUNを選択します。

SMI-S Storage Enclosure内の LUNのリストが右側に表示されます。

b) 下のリストから LUNを選択します。

そのLUNの現在のホストLUNマッピングを含む、選択したLUNの詳細が表示されます。

c) 1つ以上の既存のホスト LUNマッピングを選択し、削除アイコンをクリックします。

確認ウィンドウが表示され、各手順が表示されます。

d) [適用 (Apply)]をクリックします。

ステータスは各ステップの結果で更新されます。

ステップ 7 (Optional) LUNにゾーニングを追加できます。

a) 左側のペインから [LUN]を選択します。

SMI-S Storage Enclosure内の LUNのリストが右側に表示されます。

b) 下のリストから LUNを選択します。

そのLUNの現在のホストLUNマッピングを含む、選択したLUNの詳細が表示されます。
[ホストLUNマッピング（Host LUN Mapping）]テーブルの列の 1つは、いずれかのHLM
が現在ゾーニング用に持っている場合、既存のゾーンを識別します。

c) ゾーニングに「不明」または「なし」のHLMを1つ以上選択し、[ゾーニングの追加（Add
Zoning）]をクリックします。

d) [適用 (Apply)]をクリックします。

ステータスは各ステップの結果で更新されます。

ファイラボリューム

ファイラボリュームはNetAppにのみ適用されます。Filer Volume Element表示には、ステータ
ス、Containing Aggregate、および合計キャパシティと使用済みスペースが表示されます。

Cisco DCNMWeb UIからファイラボリュームを表示するには、次の手順を実行します。

ダッシュボード
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Procedure

ステップ 1 ストレージシステムドロップダウンを使用してストレージシステムを選択します。

ステップ 2 左ペインで、表示するファイラを選択します。

•ファイラの状況と、それを含む集約名。

•グラフにマウスカーソルを置くと、ファイラの合計キャパシティと使用可能なストレージ
が表示されます。

ステップ 3 検索ボックスを使用して、特定のファイラを検索できます。

ホスト

ホストは、ホストまたはホストエンクロージャに関連付けられたNWWNを、関連付けられた
ホスト - LUNマッピングおよびホストポートとともに記述します。関連するファブリックも
検出されている場合は、ホストと LUN間の接続に関する追加情報も表示されます。

Cisco DCNMWeb UIからホストを構成するには、次の手順を実行します。

Procedure

ステップ 1 [ストレージシステム]ドロップダウンを使用して、ストレージシステムを選択します。

ステップ 2 左ペインで、表示するホストを選択します。

• NWWN（ノードWWN）は、スイッチに接続されているデバイスのWWNです。

•ホストポートとホスト LUNマッピング。

• [ホストポート（Host Ports）]セクションで、ホストエンクロージャ名をクリックして、
そのイベント、トポロジ、および SANトラフィックを表示します。詳細については、ス
トレージセクションを参照してください。

•ホストポートセクションで、ホストインターフェイスをクリックしてスイッチダッシュ
ボードを表示します。

•ホスト-LUNマッピングセクションで、ストレージインターフェイスをクリックしてス
イッチダッシュボードを表示します。

• [ホスト LUNマッピング（Host-LUN Mapping）]セクションで、ストレージ名をクリック
して、そのイベント、トポロジ、および SANトラフィックを表示します。詳細について
は、ストレージセクションを参照してください。

関連するファブリックも検出されている場合は、スイッチインターフェイスと、ホストとLUN
間の接続に関するゾーニングに関する追加情報も表示されます。
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検出されたすべてのファブリックはライセンス付与する必要があります。そうでない

場合、ファブリックの関連付けはWeb UIで無効になっています。この機能を無効に
すると、すべての相関フィールドに「ライセンスなしのファブリック（Unlicensed
Fabric）」と表示されます。

Note

ステップ 3 検索ボックスを使用して、特定のホストを検索します。

ストレージプロセッサ

ストレージプロセッサは、ストレージシステム上の要素であり、その機能の一部を有効にし

ます。ストレージプロセッサには、それが管理するストレージポートのコレクションが含ま

れています。ストレージプロセッサのエレメントビューに、ストレージプロセッサに関連付

けられているストレージポートのリストが表示されます。

Procedure

ステップ 1 ストレージシステムドロップダウンを使用してストレージシステムを選択します。

ステップ 2 左ペインで、表示するストレージプロセッサを選択します。

•ストレージプロセッサのステータス、アダプタの詳細、およびポートの数。

•ストレージポートの詳細。

ステップ 3 検索ボックスを使用して、特定のストレージプロセッサを検索できます。

ストレージポート

ストレージポートは、ストレージシステム上の単一のポートです。選択した各ポートの概要

情報が表示されます。

Procedure

ステップ 1 [ストレージシステム（Storage System）]ドロップダウンを使用して、ストレージシステムを
選択します。

ステップ 2 leftペインで、詳細を表示するためにストレージポートを選択します。

ステップ 3 検索ボックスを使用して、特定のストレージポートを検索できます。

ストレージエンクロージャイベントの表示

Cisco DCNMWeb UIからストレージエンクロージャイベント情報を表示するには、次の手順
を実行します。
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Procedure

ステップ 1 [ダッシュボード >ストレージ（Dashboard > Storage）]を選択します。全て、SANストレージ
エンクロージャ、またはストレージシステムを選択するためにドロップダウンを使用します。

ストレージエンクロージャのリストは表に示されています。

ステップ 2 ストレージエンクロージャの横にある [イベント（Events）]アイコンをクリックして、イベ
ントパネルを表示します。

ステップ 3 スライダーコントロールを使用してサイズ変更を行うことができます。

ストレージエンクロージャトポロジの表示

Cisco DCNMWeb UIからストレージエンクロージャトポロジ情報を表示するには、次の手順
を実行します。

Procedure

ステップ 1 [ダッシュボード >ストレージ（Dashboard > Storage）]を選択します。全て、SANストレージ
エンクロージャ、またはストレージシステムを選択するためにドロップダウンを使用します。

テーブルの中にあるストレージエンクロージャのリストは表示されています。

ステップ 2 行を選択して、トポロジの詳細を表示します。

ステップ 3 マウスのスクロールホイールを使用して、ズームインおよびズームアウトをします。

ステップ 4 [ファブリック/ネットワーク（Fabric/Network）]アイコンをクリックして、ファブリックまた
はネットワークパスを表示します。

ステップ 5 [すべてのパス（All Paths）]アイコンをクリックして、完全な設定を表示します。

ステップ 6 [最短パス（Shortest Path）]アイコンをクリックして、最初の最短パスを表示します。

[マップビュー（Map View）]アイコンをクリックして、前の手順 4、5、および 6に
リストされているアイコンを有効にします。

Note

ステップ 7 [表形式のビュー（Tabular View）]アイコンをクリックして、ホストトポロジを表形式で表示
します。

ストレージエンクロージャトラフィックの表示

Cisco DCNMWeb UIからストレージエンクロージャトラフィックを表示するには、次の手順
を実行します。

ダッシュボード
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Procedure

ステップ 1 [ダッシュボード >ストレージ（Dashboard > Storage）]を選択します。ドロップダウンを使用
して、[すべて（All）]、[SANストレージエンクロージャ（SANStorage Enclosures）]、または
[ストレージシステム（Storage Systems）]を選択します。

ストレージエンクロージャのリストはテーブルに表示されています。

ステップ 2 行を選択して、トポロジの詳細を表示します。

ステップ 3 ドロップダウンを使用して、期間に応じてトラフィックを選択します。

ステップ 4 アイコンを選択して、トラフィックをグリッド、折れ線グラフ、または積み上げグラフとして
表示します。

ステップ 5 [イベントの表示（Show Events）]アイコンをクリックして、イベントを表示します。

ステップ 6 画面下部のオプションを使用して、円グラフまたは折れ線グラフを表示します。チャート上の
各名前をクリックすると、その詳細が表示されます。

SAN Insightsの導入
SAN Insights機能を使用すると、ファブリック内のフロー分析を設定、モニタリング、および
表示できます。Cisco DCNMを使用すると、インターフェイスでヘルス関連のインジケータを
可視化できるため、ファブリックの問題をすばやく特定できます。また、ヘルスインジケータ

により、ファブリックの問題を理解することができます。SAN Insights機能は、ホストから
LUNへのより包括的なエンドツーエンドのフローベースのデータも提供します。

リリース 11.2(1)からCisco DCNMは、コンパクトなGPBトランスポートを使用して SANテレ
メトリストリーミング（STS）をサポートし、テレメトリのパフォーマンスを向上させ、SAN
インサイトの全体的な拡張性を向上させます。

SAN insightsストリーミングの安定性とパフォーマンスのために『SAN展開ガイドの Cisco

DCNMインストールガイド』にあるシステム要件セクションと、『』『OVAと ISO展開構成

ガイドの Cisco DCNM SAN管理』の柔軟な検索データベースヒープサイズを増加させるにつ
いてのセクションを参照します。システム RAMが十分なサイズであることを確認してくださ
い。DCNMとスイッチ間の時刻同期を維持するには、NTPの使用をお勧めします。カウンタ
統計を表示するための PM収集を有効にします。

SAN Insightsダッシュボード
Cisco DCNMは、ファブリックレベルの情報をエンドツーエンドの全体像で視覚的に表示しま
す。SAN Insightsダッシュボードを表示するには、 [ダッシュボード（Dashboard）] > [SAN
Insights]を選択します。SAN Insightsダッシュボードは、全体的な読み取り/書き込み IO操作/
遅延を可視化することができます。
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SAN Insightsダッシュボードページで[プロトコル、ファブリックとスイッチ（protocol, fabric,
and switches）]を [protocol, fabric, and switches（プロトコル、ファブリックとスイッチ）]ドロッ
プダウンリストから選択することができます。ダッシュレットには選択した[プロトコル、ファ
ブリックとスイッチ（protocol, fabric, and switches）]についての insightデータが表示されます。

ダッシュボードには、過去 72時間のデータが表示されます。ただし、フローサマリとエンク
ロージャサマリドーナツには、最新の更新時刻からの最後の 15分が表示されます。

リリース 11.3(1)から Cisco DCNMでは、SCSIと NVMeの 2つのプロトコルに基づいて SAN
Insightsメトリックを表示できます。デフォルトでは、SCSIプロトコルが選択されます。ただ
し、この設定は、[管理（Administration）] > [DCNMサーバ（DCNM Server）] > [サーバプロ
パティ（Server Properties）]から変更できます。新しいプロパティを使用するには、SAN
Insightsサービスを再起動してください。(Linuxで SanInsightサービスを再起動するか、
SAN-OVA/ISO/SE展開でポストプロセッサアプリを一時停止/再開します)

[ファブリック（Dashboard）]ドロップダウンリストから、SANInsightsのデータとメトリクス
を表示する必要がある SANファブリックを選択します。ドロップダウンリストに、SAN分析
の機能があり、ライセンスが付与されているスイッチが表示されます。

ドーナツの上部にあるタイトルをクリックして、[モニタ（Monitor）] > [SAN] > [SAN
Insights]の関連ページに移動します。ドーナツのさまざまな色のセクションをクリックし
て、より詳細なカウントを [パーセンテージ（percentages）]で表示することもできます。

Note

トレーニングされたベースラインからの個別の ITLカウントと ITNカウントの合計は、ダッ
シュボードの右上隅に表示されます。ドーナツには、過去 15分間のアクティブな ITL/ITNカ
ウントのみが表示されます。ただし、ITLと ITNの合計数には、選択したスコープのすべての
ITLと ITNの数が表示されます。

SAN Insightsダッシュボードには、次のダッシュレットが含まれています。
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18

ダッシュボード

SAN Insightsダッシュボード



•フローサマリ（ECT）

ドロップダウンリストから、[読み取り完了時間]または [書き込み完了時間]を選択しま
す。これに基づいて、ドーナツに ITペアと ITLフローが表示されます。これらのデータ
ポイントは、Elasticsearchで利用可能な最後の 15分間のデータに基づいて計算されます。

•エンクロージャの概要（ECT）

ドロップダウンリストから、[読み取り完了時間]または [書き込み完了時間]を選択しま
す。これに基づいて、ドーナツにストレージとホストが表示されます。これらのデータポ

イントは、Elasticsearchで利用可能な最後の 15分間のデータに基づいて計算されます。

•スループット

読み取りおよび書き込みのスループットレートを表示します。グラフにマウスを合わせる

と、そのインスタンスの値が表示されます。これらの折れ線グラフのメトリックは、過去

72時間のデータに基づいて計算されます。

• IOPS

読み取りおよび書き込み IOPのトレンドを表示します。これらの折れ線グラフのメトリッ
クは、過去 72時間のデータに基づいて計算されます。

•中断

読み取りおよび書き込み中止のトレンドを表示します。これらの折れ線グラフのメトリッ

クは、過去72時間のデータに基づいて計算されます。このメトリックは、CiscoMDSSAN
分析インフラストラクチャによって報告される read_io_abortsおよびwrite_io_abortsメト
リックに基づいて計算されます。

[詳細（more details）]をクリックして、ダッシュボードページで選択されているスイッチ
IPアドレスの読み取り IO中止/失敗のカスタムグラフを表示します。

•障害

読み取りおよび書き込み失敗のトレンドを表示します。これらの折れ線グラフのメトリッ

クは、過去72時間のデータに基づいて計算されます。このメトリックは、CiscoMDSSAN
分析インフラストラクチャによって報告される read_io_failuresおよびwrite_io_failuresメ
トリックに基づいて計算されます。

[詳細（moredetails）]をクリックして、ダッシュボードページで選択されているスイッチ
IPアドレスの読み取り IO中止/失敗のカスタムグラフを表示します。

•上位 10件のホスト

ドロップダウンリストで選択したメトリクスに基づいて、選択したプロトコル/ファブリッ
ク/スイッチ範囲の上位10件のホストエンクロージャ/WWPN[/デバイスエイリアス（Device
Alias）]を表します。データは、読み取り/書き込み IOPS、スループット、Exchange完了
時間、データアクセス遅延でソートできます。

•上位 10件のストレージ

ドロップダウンリストで選択したメトリックに基づいて、選択したプロトコル/ファブリッ
ク/スイッチスコープの上位 10件のストレージエンクロージャ/WWPN[/デバイスエイリ

ダッシュボード

19

ダッシュボード

SAN Insightsダッシュボード



アス（Device Alias）]を表します。データは、読み取り/書き込み IOPS、スループット、
Exchange完了時間、データアクセス遅延でソートできます。

上位 10件のホストと上位 10件のストレージは、選択したプロトコル、ファブリック、
およびスイッチについて収集された 1時間ごとのデータに基づいて、過去 72時間にわ
たって計算されます。特定のWWPNのエンクロージャ名を変更すると、古いエンクロー
ジャ名の名前は、データが 72時間後にエージアウトするまで表示されます。

Note

[ダッシュボード（Dashboard）] > [SAN Insights]ウィンドウの上部に、[高 NPU負荷が検出さ
れました（HIGH NPU LOAD Detected）]と警告メッセージが表示されます。この警告は、前
の週に1つ以上のスイッチに未確認のSyslogイベントがあることを意味します。このイベント
は、保存または表示される分析データの可用性に影響を与える可能性があります。警告を削除

するには、これらのイベントを確認する必要があります。

[ダッシュボード（Dashboard）] > [SAN Insights]ウィンドウの上部に、[高 ITL負荷が検出さ
れました（HIGH ITL LOAD Detected）]と警告メッセージが表示されます。最後の間隔で確
認された ITLの数が 20,000を超えると、警告が表示されます。

NPUおよび ITLロードをキャプチャするために、DCNMデバイスマネージャで Syslogが構成
されていることを確認します。[インベントリ（Inventory）] > [表示（View）] > [スイッチ
（Switches）]の順に選択します。スイッチをクリックしてシステム情報を表示します。[デバ
イスマネージャ（DeviceManager）]タブで、[ログ（Logs）]> [Syslog]> [セットアップ（Setup）]
をクリックします。[作成（Create）]をクリックします。必須パラメータを入力します。[ファ
シリティ（Facility）]エリアで [syslog]オプションボタンを選択していることを確認してくだ
さい。[作成（Create）]をクリックして、DCNMサーバで Syslogを有効にします。

高 NPU負荷および高 ITL負荷を解決するには、[高 NPU負荷が検出されました（HIGH NPU
LOAD Detected）]または [高 ITL負荷が検出されました（HIGH ITL LOAD Detected）]リン
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クをクリックします。[モニタリング（Monitor）]> [スイッチ（Switch）]> [イベント（Events）]
ページが表示されます。イベントのリストは、タイプ: HIGH_NPU_LOADおよびタイプ:
HIGH_ITL_LOADでフィルタ処理されます。すべてのスイッチを選択し、[確認
（Acknowledge）]をクリックします。これにより、[高 NPU負荷が検出されました（HIGH
NPU LOAD Detected）]および [高 ITL負荷が検出されました（HIGH ITL LOAD Detected）]
警告が削除されます。

SAN Insightsメトリクスの表示
SAN Insightsメトリクスを表示するには、[ダッシュボード（Dashboard）] > [SAN Insights]を
選択します。[SAN InsightsDashboard]ページが表示されます。[SAN Insightsの表示（View SAN
Insights Metrics）]ボタンをクリックします。[ユースケース（Use Case）]ドロップダウンリ
ストから、[ECT分析（ECT Analysis）]または [カスタムグラフ（Custom Graphing）]を選
択します。

ダッシュボードには、過去 72時間のデータが表示されます。ただし、フローサマリとエンク
ロージャサマリドーナツには、最新の更新時刻からの最後の 15分が表示されます。

ECT分析とカスタムグラフページの更新間隔は 5分です。[再生（Play）]アイコン「 >
」をクリックすると、5分ごとに自動的に更新されます。

Note

リリース 11.3(1)から Cisco DCNMでは、SCSIと NVMeの 2つのプロトコルに基づいて SAN
Insightsメトリックを表示できます。デフォルトでは、SCSIプロトコルが選択されます。ただ
し、この設定は、[管理（Administration）] > [DCNMサーバ（DCNM Server）] > [サーバプロ
パティ（Server Properties）]から変更できます。新しいプロパティを使用するには、SAN
Insightsサービスを再起動してください。(Linuxで SanInsightサービスを再起動するか、
SAN-OVA/ISO/SE展開でポストプロセッサアプリを一時停止/再開します)

ECT分析
CiscoDCNM [Web UI（）] > [ダッシュボード（）] > ]SANインサイト（）]（Web UI > Dashboard
> SAN Insights）]から、[SANインサイトメトリックスの表示（View SAN Insights Metrics）]
をクリックして ECT分析を表示します。

ECT分析には 4つのコンポーネントがあります。

•データ表

•基準値価格偏差によるECTシーケンシング

• ECT基準値価格偏差の集計

•時間および基準値価格偏差による ITL

リリース 11.3(1)から Cisco DCNMでは、SCSIと NVMeの 2つのプロトコルに基づいて SAN
Insightsメトリックを表示できます。デフォルトでは、SCSIプロトコルが選択されます。ただ
し、この設定は、[管理（Administration）] > [DCNMサーバ（DCNM Server）] > [サーバプロ
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パティ（Server Properties）]から変更できます。新しいプロパティを使用するには、SAN
Insightsサービスを再起動してください。(Linuxで SanInsightサービスを再起動するか、
SAN-OVA/ISO/SE展開でポストプロセッサアプリを一時停止/再開します)

リリース 11.4(1)以降、Cisco DCNMでは、過去 90日間の任意の 14日間のデータを表示できま
す。(デフォルトの最大 90日まで)。[ウェブUI >管理> DCNMサーバー>サーバープロパティ
（Web UI > Administration > DCNM Server > Server Properties）]で san.telemetry.expire.rollup
プロパティを変更して、デフォルトの最大日数を変更できます。日付ピッカーを使用して日付

を選択し、選択した日付以降の履歴データを時間単位で表示できます。

ECT分析のデフォルトの期間は 30分 60分です。[リセット]ボタンをクリックすると、
適用されているすべてのデータフィルタ処理をクリアできます。

（注）

Lastフィルタは、履歴データの期間を表示します。履歴データのデフォルトの期間は 30
分 60分です。

（注）

リリース 11.1(1)から 11.2(1)または 11.3(1)にアップグレードすると、古いデータが期限切れに
なるまで 2週間かかります。SANインサイトメトリックのパフォーマンスは、アップグレー
ドから 2週間後に向上します。
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ECT Analysisビューのデータは、ドロップダウンリストからスイッチを選択するか、[こ
こで検索（Search here）]フィールドでWWPN\Enclosure Name\LUN-ID\Switch-IPを指定
することによってフィルタリングできます。[リリース 11.4(1)以降では、デバイスエイ
リアスでフィルタリングすることもできます。（From Release 11.4(1), you can filter it by
Device Alias, also.）]

（注）

[ここで検索（Search here）]フィールドにテキストを入力して、[基準値価格偏差による ECT
シーケンシング（field to search for the value in the ECT Sequencing by Baseline Deviation）]
テーブルの値を検索できます。

フィルタ処理の [ここで検索（Search here）]フィールドは、その値を検索する必要があること
を示しています。

ECT分析ページは、以下のロジックを使用して、現在の正規化された交換完了時間 (ECT)をそ
の履歴の動作 (ECTベースライン)と比較することにより、ITLフローの集計された動作を表し
ています。正規化された ECT値は、KB (KB)のデータを転送するのにかかる時間です。

各 ITLフロー（読み取りおよび書き込み）のECTベースラインは、トレーニング期間にわたっ
て継続的に学習された加重平均を使用して計算されます。

• ECTベースラインの計算は、トレーニング期間と再調整時間の 2つの部分で構成されま
す。

• ECTベースラインのトレーニング期間は、デフォルトで 7日間です（設定可能）。

•トレーニングの完了後、ECTベースラインは、デフォルトで [7日（7 days）]後に再キャ
リブレーションがトリガーされるまで同じままです（設定可能）。

•デフォルトでは、 [14日（14 days）]ごとにトレーニングが 7日間（周期的に）実行され
ます。

•パーセント（%）偏差は、ECTベースラインと比較した現在の正規化された ECTの偏差
を示します。

11.4リリース以降、ECTの偏差が基準値よりも小さい場合、
負の偏差と見なされます。Web UI画面には、計算された偏
差パーセンテージに対して負の値が表示されることが想定さ

れます。

（注）

リリース 11.4(1)以降、ECTがベースラインよりも小さいフローは、負の偏差があると識別さ
れます。これは、平均 ECT偏差に影響を与え、瞬間的なスパイクのシビラティ（重大度）を
減らします。ただし、これは ECTパフォーマンスのより良い真の価値を反映しています。

リリース 11.4(1)にアップグレードすると、Web UIの一部のページで古いデータの正しい色が
表示されません。2週間後、新しいデータには適切なカラーコードが表示されます。
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•デフォルトのトレーニング期間を設定するには、CiscoDCNM [管理（Administration）]
> [サーバープロパティ（Server Properties）]でsan.telemetry.train.timeframe
パラメータ（デフォルトは 7）を編集します。DCNMサーバプロセスを再起動しま
す。(Linuxで SanInsightサービスを再開するか、SAN-OVA/ISO/SEデプロイメントで
ポストプロセッサアプリを一時停止/再開します)

•再調整時間を設定するには、CiscoDCNM [Administration（管理）] > [Server Properties
（サーバーのプロパティ）]でsan.telemetry.train.resetパラメータ（デフォ
ルトは 14日）を編集します。DCNMサーバプロセスを再起動します。Linuxで
SanInsightサービスを再開するか、SAN-OVA/ISO/SE展開でポストプロセッサアプ
リを一時停止/再開します。

•たとえば、ベースラインを4日間トレーニングし、トレーニング期間の10日後にベー
スラインを再調整するには、トレーニング期間を 4日に設定し、再調整時間を 14日
に設定します。

（注）

表 1 :基準値の色の凡例

値続柄

赤ECTが基準値から 50%を超える場合

オレンジECTが基準値を超え、30～50%の範囲にある
場合

イエローECTが基準値を超え、10～10%の範囲にある
場合

グリーン（通常を意味します）ECTが基準値から 10%未満の場合

ベースラインカラーの凡例の値の範囲は、サーバープロパティファイルで変更できます。[管
理] > [DCNMサーバー] > [サーバープロパティ]で san.telemetry.deviationの定義を参照してく
ださい。新しいプロパティを使用するには、SAN Insightsサービスを再起動してください。
Linuxで SanInsightサービスを再起動するか、SAN-OVA/ISO/SE展開でポストプロセッサアプ
リを一時停止/再開します。

トレンド識別子 ( )アイコンをクリックして、トレンド識別子に移動できます。詳細につい
ては、傾向識別子（28ページ）を参照してください。

ECT分析 UIのデータは、円をクリックして無効または有効にすることで、上記の凡例に対応
する ITLのデータを表示するようにフィルタ処理できます。たとえば、黄色とオレンジ色の凡
例の円をクリックして無効にすると、対応するデータが表示されます。

データテーブルの値をコピーして、UIの上部にある [ここで検索]入力フィールドに貼り付け
て、すべてのコンポーネントのデータをフィルタ処理できます。データテーブルの虫眼鏡 (

)アイコンが付いているすべての列の値は、この機能で検索できる唯一のフィールドです。
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ECT BASELINE DEVIATION AGGREGATED（ECT基準値価格偏差の集計）コンポーネントの
データは、各偏差範囲にある ITLの数を示しています。同様に、ITL BY TIME（時間による
ITL）コンポーネントのデータは、各偏差範囲にある時間ごとにグループ化された ITLの数を
示します。円グラフまたはヒストグラムのセクションをクリックすると、イニシエータエンク

ロージャー、イニシエータWWPN、ターゲットエンクロージャ、ターゲットWWPN、および
LUN/名前空間のドリルダウンデータが表示されます。チャートの対応するセクションをク
リックして、結果を .csv形式でダウンロードします。

ECT基準値偏差の最大集計データは 20000に設定されています。（注）

Mozillaブラウザでのスクリプトタイムアウトエラー

Mozillaブラウザで、オプションの [停止]または [待機]でスクリプトタイムアウトエラーが表
示された場合は、[停止]をクリックしないでください。スクリプトタイムアウトエラーのト
ラブルシューティングを行うには、次の手順を実行します。

1. Mozilla Firefoxを起動します。

2. Firefoxのアドレスバーに about:configと入力し、Returnキーを押します。

3. 確認メッセージで、[リスクを受け入れます!（I accept the risk!）]をクリックします。

4. [検索]フィールドに、dom.max_script_run_timeと入力します。

基本設定名が表示されます。

5. dom.max_script_run_time基本設定名を右クリックします。

[変更]を選択します。

6. dom.max_script_run_timeには、0または 20の整数値を入力します。
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7. [OK]をクリックして確定します。

8. Mozilla Firefoxブラウザを再起動します。

カスタムグラフ

これはフリースタイルダッシュボードで、複数のメトリクスを選択でき、選択したメトリクス

のリアルタイムデータが[5minutes（５分）]ごとに更新されるように構成された複数線グラフ
で表示され、対応する生データがデータテーブルに表示されます。

リリース 11.3(1)から Cisco DCNMでは、SCSIと NVMeの 2つのプロトコルに基づいて SAN
Insightsメトリックを表示できます。デフォルトでは、SCSIプロトコルが選択されます。ただ
し、この設定は、[管理（Administration）] > [DCNMサーバ（DCNM Server）] > [サーバプロ
パティ（Server Properties）]から変更できます。新しいプロパティを使用するには、SAN
Insightsサービスを再起動してください。(Linuxで SanInsightサービスを再起動するか、
SAN-OVA/ISO/SE展開でポストプロセッサアプリを一時停止/再開します)

自動更新オプションはデフォルトで無効になっています。自動更新機能を有効にするに

は、停止アイコンをクリックする必要があります。

（注）

カスタムグラフのユースケースには 2つのコンポーネントがあります。

•リアルタイムグラフ

•データテーブル

リアルタイムグラフは、開始日と終了日が選択された対応するメトリクスとともにプロットさ

れます。このコンポーネントには、選択に応じてグラフの下にスライダーが表示されます。

データは5分ごとに更新でき、一時停止ボタンを使用して静的グラフに変換できるため、本質
的に動的です。

11.4リリースから、Cisco DCNMを使用するとユーザーは 2週間以上（デフォルトの最大 90日
まで）データを表示できます。この時間枠は、サーバーのプロパティで設定できます。To：日
付セレクターを使用して過去の日付を選択し、選択した日付から最大2週間の履歴データを表
示します。
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リリース11.4（1）カスタムグラフのメトリクスが拡張され、ドロップダウンメトリクスリス
トに書き込み IOエラー、読み取り IOエラー、書き込み IOの中断、読み取り IOの中断が含ま
れるようになりました。

ドロップダウンリストからを失敗またはメトリクスを中止を選択すると、テーブルリストが

フィルタ処理され、選択した失敗または中止のメトリクスの少なくとも1つをゼロ以外のエン
トリとして持つ行のみが表示されます。テーブルには100レコードのみが表示されます。ただ
し、ゼロ以外のエラーを見つけやすくするために、テーブルをフィルタ処理して、ゼロ以外の

中止または失敗を持つ最後の100レコードを表示することができます。失敗または中止を選択
すると、テーブルラベルがこの動作を表すように変更されます。

表示するには、検索タブでの [7つ（seven）]のディメンション (イニシエータWWN、
LUN/NSID、ターゲットWWN、送信元エンクロージャ、ターゲットエンクロージャ、スイッ
チ IP[、デバイスエイリアス（, Device Alias）] )のいずれかを入力し、関連するメトリクスを
選択します。

右隅にあるダウンロードアイコンをクリックして、データテーブル情報をローカルデータベー

スにダウンロードして、さらに分析します。

GoogleChromeブラウザを使用して、データテーブル情報をローカルデータベースにダウ
ンロードすることをお勧めします。

（注）

右上の「 +」アイコンをクリックして、比較のために複数のグラフを追加することもできま
す。このビューでは、データテーブルが複数のリアルタイムグラフに置き換えられ、複数選

択テキスト検索機能を使用して、プロットする対応するメトリクスを選択できます。

ダッシュボード

27

ダッシュボード

カスタムグラフ



傾向識別子

右上隅の傾向識別子（ ）アイコンをクリックして、傾向識別子に移動します。

データテーブルの各行にある傾向（ ）アイコンをクリックして、事前に入力された ITL/ITN
入力フィールドを使用して傾向識別子に移動することもできます。選択した ITLに対応する
データを示す 2つのコンポーネントがあります。傾向 ITLメトリクスは、選択した時間間隔
（選択した）の ECT、DAL、IOサイズ、IOPS、およびベースライン ECTの面グラフを示し
ます。[ヒストグラムの相関（HistogramCorrelation）]タブには、相関値によってビン化された
現在の ITLと相関のある ITLの数のヒストグラムが表示されます。このタブのバーをクリック
すると、ヒストグラムがデータテーブルに変換され、選択したバーに対応するデータが表示さ

れます。

リリース 11.3(1)から Cisco DCNMでは、SCSIと NVMeの 2つのプロトコルに基づいて SAN
Insightsメトリックを表示できます。デフォルトでは、SCSIプロトコルが選択されます。ただ
し、この設定は、[管理（Administration）] > [DCNMサーバ（DCNM Server）] > [サーバプロ
パティ（Server Properties）]から変更できます。新しいプロパティを使用するには、SAN
Insightsサービスを再起動してください。(Linuxで SanInsightサービスを再起動するか、
SAN-OVA/ISO/SE展開でポストプロセッサアプリを一時停止/再開します)
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傾向識別子のデフォルトの間隔は 30分です。[Start With Last]ドロップダウンリストを
使用して間隔を指定できます。

（注）

外れ値の検出

ページの右上隅に表示される外れ値検出アイコン（ ）をクリックして、[外れ値検出メトリ
クス（Outlier Detection）]を表示します。このページのデータを表示するには、ここで検索入
力ボックスにホストエンクロージャ名またはイニシエータエンクロージャ名を入力し、メト

リクスを選択し、時間範囲を選択して、[送信（Submit）]をクリックします。この画面は、60
分ごとに集計データを取得します。

ITL/ITN分布（ITL/ITN Distribution）タブには、選択した時間間隔（この場合は 1週間）に存
在するすべての ITL/ITNに対して選択されたメトリックの散布図が表示されます。トレンド画
面に移動するには、散布図のいずれかのドット (特定の ITL/ITNに対応)をクリックします。機
能により、ITL/ITNの平均以下信頼性間隔と ITL/ITNの平均以上信頼性間隔の 2つのタブが追
加されました。これら 2つのタブは、平均信頼性間隔ラインに基づいて計算されたデータで
す。

リリース 11.3(1)から Cisco DCNMでは、SCSIと NVMeの 2つのプロトコルに基づいて SAN
Insightsメトリックを表示できます。デフォルトでは、SCSIプロトコルが選択されます。ただ
し、この設定は、[管理（Administration）] > [DCNMサーバ（DCNM Server）] > [サーバプロ
パティ（Server Properties）]から変更できます。新しいプロパティを使用するには、SAN
Insightsサービスを再起動してください。(Linuxで SanInsightサービスを再起動するか、
SAN-OVA/ISO/SE展開でポストプロセッサアプリを一時停止/再開します)
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マウスをドラッグして表示する特定の領域を選択すると、ズームインして、それぞれのITL/ITN
ドットをより詳細なレベルで表示できます。ズームされた画面で [ズームのリセット（Reset
Zoom）]をクリックして、デフォルトのズーム設定を復元します。

このユースケースは、複数選択テキスト検索機能で構成されます。この機能では、任意のフィー

ルド（イニシエータ/ターゲットエンクロージャ）に存在可能な最大 2つの検索条件で特定の
テキストを検索でき、対応するデータが両方のコンポーネントにプロットされます。

Average Confidence Intervalは、選択した時間間隔内にほとんどのメトリクス値が含まれる平均
線のあるバンドを示します。残りの2つのタブには、選択した時間間隔における選択したメト
リックの上位 n (選択された 5つ)イニシエータ/ターゲットの箱ひげ図と円グラフの分布が表示
されます。

ホスト

リリース 11.3(1)以前のリリースでは、この機能はコンピューティングダッシュボードと
呼ばれていました。リリース 11.4(1)以降、名前がホストに変更されました。

Note

[コンピューティング（Compute）][ホスト（Hosts）]ダッシュボードでは、検出されたすべて
のSANホストおよび仮想ホストに関連するすべての情報を確認できます。ホストダッシュボー
ドには、仮想ホストの上位に設定された個々のホストおよび仮想マシンに関する I/Oトラフィッ
ク、ディスク遅延、CPU、メモリの統計情報、トポロジ、およびイベントなど、ネットワーク
に関連する非常に詳細な情報が表示されます。[ホスト（Hosts）]ダッシュボードは、次の 4
つのパネルで構成されます。

• [ホストエンクロージャ（Host Enclosures）]パネル：ホストおよびネットワーク属性をリ
ストします。
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• [トラフィック（Traffic）]パネル：I/O統計情報、CPUおよびメモリ情報、個別のホスト
または仮想マシンのディスク遅延を提供します。

• [トポロジ（Topology）]パネル：ホストエンクロージャとストレージエンクロージャ間
のエンドツーエンドのトポロジレイアウトおよびパス情報を示します。検出された仮想マ

シンが表示され、仮想マシンを選択すると、SANデータソースへのパスが表示されます。
このビューを切り替えて、すべてのデータパスを一覧表示できます。

• [イベント（Event）]パネル：特定のホストエンクロージャ内で構成されたすべてのスイッ
チポートのイベント情報を示します。

ここでは、次の内容について説明します。

ホストラックの表示

Cisco NX-OSリリース 6.x以降、Cisco NX-OSデバイスに接続されているネットワークサーバ
を表示および検索できます。Cisco DCNMはファブリックの可視性をサーバまで拡張し、ネッ
トワークに接続されているエンドデバイスを検出および検索できるようにします。

次の表で、このページに表示されるフィールドを説明します。

説明フィールド

ホスト名を表示します。名前

スイッチの IPアドレスを表示します。[IPアドレス（IP Address）]

MACアドレスの数を表示します。#Mac

MACアドレスを表示します。Macアドレス

World Wide Name（WWN）の数を

表示します。

#WWNs

ポートWWNを表示します。ポートWWN

関連する FCIDを指定します。FCID(s)

OSの詳細を表示します。OS

VMの数を表示します。#VMs

仮想ホストの名前が表示されます。VHost名

仮想クラスタの名前を表示します。VCluster

マルチパスの詳細を表示します。マルチパス
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説明フィールド

ホストが SCSIプロトコルトラフィックまたは NVMe
プロトコルトラフィックをストリーミングしているか

どうかを指定します。

この列には、SAN Insightsを使用して DCNMにデータ
がストリーミングされるホストのデータのみが表示さ

れます。

プロトコル

• Cisco NX-OSリリース 6.x以降、サーバクレデンシャル、サーバ、および静的サーバ
アダプタマッピングは使用できなくなりました。

• CiscoDCNMリリース10.1以降、ストレージをホストに割り当てることができます。

• vCenter設定の収集レベルによって、収集されてグラフに表示されるデータの量が決
まります。レベル1は、すべての収集間隔のデフォルトの収集レベルです。ディスク
I/O履歴データを収集するには、vCenter統計設定をレベル 2以上に変更します。

• DCNMリリース 11.4(1)以降、デバイスエイリアスからデフォルトのエンクロージャ
名を設定できます。[管理（Administration）] > [DCNMサーバ（DCNM Server）] >
[サーバプロパティ（Server Properties）]を選択し、[fabric.aliasRE]プロパティを編
集します。

Note

Cisco DCNMWeb UIからホストエンクロージャを表示するには、次の手順を実行します。

Procedure

ステップ 1 [ダッシュボード >（Dashboard >） ] [ホスト（Host）]を選択します。

ホストエンクロージャテーブルのホストのリストが表示されます。

ステップ 2 詳細を表示するには、ホストを選択してください。

ダッシュボードのイベント、トポロジ、トラフィック情報が表示されます。ホストエントリの

対応するアイコンをクリックして、イベント、トポロジ、およびトラフィック情報を表示する

こともできます。

DCNMリリース 11.5(1)から、VHostのトラフィックアイコンが追加されました。VHostCPU、
メモリ、レイテンシ、ネットワーク I/Oなどの複数のVMチャートがあります。ホストのラジ
オボタンをクリックして、トラフィックダッシュボードにそれぞれのトラフィックの詳細を

表示します。

ステップ 3 ホスト名を編集するには、行を選択して [名前の変更（Rename）]アイコンをクリックします。
ポップアップダイアログに新しい名前を入力します。
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•ホストがポートWWNに関連付けられていない場合、またはエンドポートが DCNMに
よって検出されない場合、それはVHostまたは LANホストです。[エンクロージャの名前
を変更（Rename Enclosure）]ダイアログボックスは、既存の名前に対してのみ表示され
ます。

•ホストがポートWWNに関連付けられていて、エンドポートが DCNMによって検出され
ている場合。関連付けられたホスト名の [エンクロージャの名前を変更（Rename
Enclosure）]ダイアログが表示されます。

•各エンクロージャ名を別の名目に変更できます。エンクロージャ名を選択し、新しい
名前を入力して、[保存（Save）]をクリックします。この手順を繰り返して、必要な
すべてのエンクロージャ名を変更し、[適用（Apply）]をクリックします。

•すべてのエンクロージャ名を同じ新しい名前に変更できます。[すべてのメンバーを
含める（Include All Members）]チェックボックスをオンにし、新しい名前を入力し
て、[適用（Apply）]をクリックします。

空白の名前を指定すると、サーバはその名前をデフォルトにします。

CiscoDCNMでは、デフォルトの割り当てられたホストエンクロージャ名を変更した
り、同じ名前を割り当てることで複数のエンクロージャを同じエンクロージャにグ

ループ化したりできます。それぞれのWWPNへのカスタムエンクロージャ名の割り
当ては、Cisco DCNM SANクライアントでのみサポートされています。

Note

ステップ 4 ストレージをホストに割り当てるには、ホストを選択し、[名前の変更（Rename）]アイコンの
横にある [割り当て（Assign）]アイコンをクリックします。

[ストレージをホストに割り当て（Assign Storage to Host）]ウィンドウが表示されます。ホス
トの選択はエンクロージャ単位で、LUNの複数選択が可能です。[指定する（Assign）]をクリッ
クします。確認用のメッセージが表示されます。確認後、ステータスは各ステップの結果で更

新されます。

ステップ 5 [クイックフィルタ]ドロップダウンをクリックして、LAN、SAN、および仮想によってホス
トエンクロージャ（ストレージではない）をフィルタ処理します。

ホストイベントの表示

Cisco DCNMWeb UIからホストイベントを表示するには、次の手順を実行します。

Procedure

ステップ 1 [ダッシュボード >（Dashboard >） ] [ホスト（Host）]を選択します。

ホストエンクロージャテーブルのホストのリストが表示されます。
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ステップ 2 ホストエンクロージャの横にある [イベント（Events）]アイコンをクリックして、イベント
パネルを表示します。

スライダーコントロールを使用してサイズ変更を行うことができます。

ホストトポロジの表示

Cisco DCNMWeb UIからホストトポロジを表示するには、次の手順を実行します。

Procedure

ステップ 1 [ダッシュボード >（Dashboard >） ] [ホスト（Host）]を選択します。

ホストエンクロージャテーブルのホストのリストが表示されます。

ステップ 2 行を選択して、ホストトポロジの詳細を表示します。

マウスのスクロールホイールを使用して、ズームインおよびズームアウトができます。

ステップ 3 [ファブリック/ネットワーク（Fabric/Network）]アイコンをクリックして、ファブリックと
ネットワークパスを表示します。

6 -カスタムポートグループ1 -ファブリック/ネットワーク

7 -ズームイン2 -すべてのパス

8 -ズームアウト3 -最初の最短経路

9 -ウィンドウに合わせる4 -マップビュー

5 -表形式のビュー

ステップ 4 [すべてのパス（All Paths）]アイコンをクリックして、完全な設定を表示します。

ステップ 5 [最初の最短パス（First Shortest Path）]アイコンをクリックして、最初の最短パスを表示しま
す。

[マップビュー（Map View）]アイコンをクリックして、前の手順 4、5、および 6に
リストされているアイコンを有効にします。

Note

ステップ 6 [表形式のビュー（Tabular View）]アイコンをクリックして、ホストトポロジを表形式で表示
します。
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ステップ 7 [カスタムポートグループ（Custom Port Group）]アイコンをクリックして、カスタムポート
グループを表示します。

ホストトラフィックの表示

Cisco DCNMウェブ UIからホストトラフィックを表示するには、次の手順を実行します。

Procedure

ステップ 1 メニューバーで、[ダッシュボード >（Dashboard >）][ホスト（Hosts）]の順に選択します。

ホストエンクロージャテーブルのホストのリストが表示されます。

ステップ 2 行を選択して、ホストトポロジの詳細を表示します。

ステップ 3 ドロップダウンを使用して、期間に応じてトラフィックを選択します。

ステップ 4 アイコンを選択して、トラフィックをグリッド、折れ線グラフ、あるいは、積み上げグラフと
して表示します。

ステップ 5 [トラフィック（Traffic）]ペインには、デフォルトで[エンクロージャトラフィック（Enclosure
Traffic）]が表示されます。[トラフィック使用率（Traffic Utilization）]アイコンをクリックし
て、トラフィック使用率を表示します。エンクロージャポートのトラフィック使用率の日次平

均パーセンテージが円グラフで表示されます。
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翻訳について
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、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


